
 

「「 まま もも るる くく んん 」」
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我
々
の
給
与
の
改
定
状
況
に
関
し
て
は

毎
号
「
け
や
き
」
に
載
せ
て
い
る
が
、
い

ま
だ
に
決
着
の
目
途
が
つ
い
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
経
過
と
今
後
に
つ
い
て

を
あ
ら
た
め
て
記
載
す
る
。

防
衛
省
は
国
家
公
務
員
給
与
改
定
及
び

臨
時
特
例
法
に
係
る
駐
留
軍
労
働
者
の
給

与
改
定
等
に
関
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に

対
処
す
る
必
要
か
ら
、
国
に
雇
用
さ
れ
国

庫
か
ら
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い
る
駐
労

も
、
臨
時
特
例
法
及
び
政
府
の
方
針
に
沿
っ

て
国
公
に
準
ず
る
べ
き
と
し
た
。

組
合
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
が
、
賃

金
水
準
も
含
め
て
駐
労
と
国
公
に
は
大
き

な
較
差
が
あ
り
、
特
別
昇
給
等
の
制
度
も

な
く
、
労
働
条
件
面
に
お
い
て
は
祝
日

（
五
日
）
、
国
公
の
勤
務
時
間
短
縮
（
年

間
で
約
八
日
に
相
当
）
な
ど
の
解
消
な
く

し
て
、
賃
金
改
定
の
み
を
受
け
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
臨
時
特
例
法

七
・
八
％
は
断
固
反
対
の
姿
勢
を
貫
い

て
い
る
。

組
合
は
人
事
院
勧
告
（
人
勧
）
に
基
づ

く
給
与
改
定
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
同
時

同
率
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

二
三
年
度
分
の
基
本
給
の
引
下
げ
は
人
勧

に
準
じ
止
む
無
し
と
し
た
が
、
在
日
米
軍

は
格
差
給
・
語
学
手
当
て
の
手
法
に
つ
い

て
相
違
が
あ
る
為
、
八
月
初
旬
の
段
階
で

も
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

組
合
と
し
て
は
調
印
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る

ほ
ど
、
差
額
精
算
が
増
え
、
従
業
員
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
か
ら
不
安
視
し
て
い
る
。

二
三
年
と
二
四
年
の
ダ
ブ
ル
徴
収
が
懸

念
さ
れ
て
い
た
本
年
分
に
つ
い
て
は
、
八

日
に
二
四
年
度
の
人
事
院
勧
告
が
出
さ
れ
、

勧
告
の
基
礎
と
な
る
民
間
給
与
実
態
調
査

で
格
差
が
小
幅
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
給
与

は
据
え
置
き
、
ボ
ー
ナ
ス
も
現
行
の
三
・

九
五
ヶ
月
の
ま
ま
据
え
置
く
方
針
と
し
た
。

な
お
、
平
成
二
四
年
度
の
人
勧
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
次
号
の
「
け
や
き
」
に
掲

載
す
る
予
定
で
あ
る
。

2012年8月13日 けやき 第１４０号 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 支部 ０１２０－８０１－５７２ 相模分会 ０１２０－１３７－９３１

ホームページ：www.gflusagamino.jp

（１）

けやき 第140号
2012年8月13日発行
発行責任者
組織・情宣部

全駐留軍労働組合
神奈川地区本部
さがみ野支部

相模原市相武台2-20-14
046-251-0259

沖縄地区本部から始まった｢たすけあい共済制度・まもるくん｣は

昨年の２月から全国の地区本部・支部で実施されました。

沖縄では、この制度が組合員に浸透しており加入率は全体の48％

と高く、この共済の信頼度、依存度の高さがわかります。

現在、さがみ野支部の加入率は9.7％。当面の目標は20％を目指

して取り組みを行っておりますので、どうぞご加入を検討ください。

告

示

七
月
一
二
日
開
催
の
第
二
回
支
部
委
員
会
に
お
い
て
「
さ
が
み
野
支
部
選
挙
管

理
委
員
の
選
出
」
が
承
認
さ
れ
、
八
月
九
日
に
第
一
回
選
挙
管
理
委
員
会
を
招
集

し
、
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
年
度
の
支
部
役
員
な
ら
び
に
大
会
代
議
員
、
支
部
委

員
選
挙
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
告
示
い
た
し
ま
す
。

一
、
支
部
役
員
に
つ
い
て
（
全
職
場
選
挙
区
）

執
行
委
員
長

一
名

副
執
行
委
員
長

三
名

書
記
長

一
名

副
書
記
長

三
名

会
計
監
査

若
干
名

二
、
執
行
委
員
に
つ
い
て
（
分
会
選
挙
区
、
階
層
別
選
挙
区
）
三
十
五
名

座
間
分
会

職
場
選
挙
区

十
八
名

女
性
階
層
別
選
挙
区

二
名

青
年
階
層
別
選
挙
区

二
名

相
模
分
会

職
場
選
挙
区

九
名

女
性
階
層
別
選
挙
区

一
名

青
年
階
層
別
選
挙
区

一
名

富
士
分
会

職
場
選
挙
区

二
名

三
、
大
会
代
議
員
、
支
部
委
員
定
数
に
つ
い
て
（
分
会
選
挙
区
）

（
大
会
代
議
員
は
、
組
合
員
二
十
五
名
に
つ
き
一
名
）

（
支
部
委
員
は
、
組
合
員
三
十
名
に
つ
き
一
名
）

座
間
分
会

大
会
代
議
員
定
数

三
十
一
名

支
部
委
員
定
数

二
十
六
名

相
模
分
会

大
会
代
議
員
定
数

十
八
名

支
部
委
員
定
数

十
五
名

富
士
分
会
大
会
代
議
員
定
数

一
名

支
部
委
員
定
数

一
名

四
、
立
候
補
・
選
挙
届
出
期
間

八
月
二
七
日
（
月
）
よ
り
九
月
七
日
（
金
）
十
七
時
三
十
分
ま
で

五
、
立
候
補
・
選
挙
届
出
方
法

所
定
の
用
紙
に
推
薦
人
連
署
の
こ
と
と
し
ま
す
。

（
用
紙
は
支
部
・
分
会
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）

六
、
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て

執
行
委
員
長
、
副
執
行
委
員
長
、
書
記
長
、
副
書
記
長
、
会
計
監
査
が
定
数
を
超
え
た

場
合
に
は
九
月
十
日
（
月
）
よ
り
九
月
十
四
日
（
金
）
十
七
時
三
十
分
ま
で
の
期
間
で
全

組
合
員
の
無
記
名
投
票
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
執
行
委
員
ま
た
は
大
会
代
議
員
、
支
部
委
員
が
定
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
選

出
ブ
ロ
ッ
ク
（
単
位
職
場
）
に
関
係
な
く
分
会
ご
と
の
全
職
場
を
対
象
に
、
届
け
出
期
間

を
九
月
十
四
日
（
金
）
十
七
時
三
十
分
ま
で
延
長
し
て
受
付
ま
す
。

ま
た
、
定
数
を
超
え
た
場
合
は
、
九
月
十
日
（
月
）
よ
り
九
月
十
四
日
（
金
）

十
七
時
三
十
分
ま
で
の
期
間
で
、
定
数
を
超
え
た
分
会
単
位
で
選
挙
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一
二
年
八
月
九
日

全
駐
労
さ
が
み
野
支
部

選
挙
管
理
委
員
会

昨
年
度
分
の
給
与
引
き
下
げ（

人
事
院
勧
告
）

依
然
と
し
て
米
軍
と
合
意
に
至
ら
ず

臨
時
特
例
法
七
・
八
％
は
絶
対
に
拒
否

今
月
八
日
に
二
四
年
度
分
が
勧
告

月
給
・
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
据
え
置
き

組織加入率・9.7％→20％を目指して！

・昨年に組合員へ支払われた給付は

「まもるくん」 ９件・ 5,900万

長期休暇所得サポート ７件・ 230万

退職後継続コース ２件・ 400万

昨年の配当は掛け金に対して23.42％

約1/4が戻ってくることになります。

申込締切８月３１日迄



 

退職後、ゆとりを持って生活するために、積立てた

お金を年金として受取れる財形年金を選択。少ない

積立額からはじめられます。 

 

マイホームの頭金に･･と入社時から財形住宅を開

始。目標額を設定してスタートすれば、確実に貯め

ることができます。 

 

財形貯蓄なら、先に給与から天引きされるので

残った額で生活をやりくりできます。夢のヨーロッパ

１周旅行などの費用も知らないうちに貯まります！

（２） ２００５年１１月２３日 けやき 第９２号 支部 ０１２０－８０１－５７２ 相模分会 ０１２

Ｅメールアドレス：さがみ野支部 z-sag@amber.plala.or.jp 相模分会 s-sag@bz04.plala.or.jp 富士分会 fujibunkai@gflusagamino.jp

八
月
六
日
の
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰

霊
式
、
並
び
に
平
和
記
念
式
に
合
わ
せ

て
広
島
平
和
行
動
に
参
加
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

四
日
は
、
核
兵
器
廃
絶
二
〇
一
二
平

和
ヒ
ロ
シ
マ
大
会
、
五
日
に
は
、
ピ
ー

ス
セ
ミ
ナ
ー
（
平
和
の
語
り
部

被
爆

体
験
の
証
言
）
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
と

題
し
広
島
平
和
記
念
公
園
内
の
慰
霊
碑

を
巡
り
ピ
ー
ス
ガ
イ
ド
よ
り
説
明
を
受

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
平
和
行
動
に
参
加
し
、
世
界

に
約
二
万
発
あ
る
と
い
わ
れ
る
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
る
事
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ

ん
の
事
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
大
切
な
、

一
人
一
人
の
命
の
大
切
さ
や
尊
厳
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
平
和
へ
の
願

い
、
命
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た
『
被

爆
六
七
年
慰
霊
式
典
』
で
の
地
元
の
小

学
生
が
読
み
上
げ
た
『
平
和
へ
の
誓
い
』

を
一
部
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ら
い
出
来
事
を
、
同
じ
よ
う
に
体
験

す
る
事
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
私
た
ち

は
、
想
像
す
る
事
に
よ
っ
て
、
共
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

悲
し
い
過
去
を
変
え
る
事
は
出
来
な
い

け
れ
ど
、
私
た
ち
は
未
来
を
作
る
た
め

に
夢
と
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
和
は
私
た
ち
で
つ
く
る
も
の
で
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
、
出
来
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

違
い
を
認
め
合
い
、
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
る
こ
と
も
平
和
で
す
。

思
い
を
伝
え
合
い
、
力
を
合
わ
せ
支
え

合
う
こ
と
も
平
和
で
す
。

私
た
ち
は
、
平
和
を
つ
く
り
続
け
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に
、
行
動
し
て
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
通
り
、
互
い
に
相
手
を
認

め
合
い
助
け
あ
う
事
が
で
き
れ
ば
、
二

度
と
戦
争
と
い
う
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ

る
事
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

心
よ
り
、
広
島
の
原
子
爆
弾
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
、
ま
た
太
平
洋
戦
争
で
亡
く

な
ら
方
の
冥
福
を
願
い
、
二
度
と
戦
争

を
起
こ
す
ま
い
と
心
よ
り
誓
い
ま
す
。

部
長
・
呉
屋
秀
明

府中の森＆ビール工場ツアー
に参加して

駐健保ウォーキング＆ハイキング

次回は、横浜ナイトウォーキング

８月2５日（土）

集合場所：横浜東口・中央郵便局前

出発時間：17：００

天時確認ダイヤル090－4622－0451

労金で新規・増額にはQuoカードをプレゼント

申込み期間は1ヶ月間 書類は必ず組合へ

座 間支店 TEL 046-255-1155
相模原支店 TEL 042-772-0451

９
月
１
日
〜
31
日

7月21日、健保主催のウォー

キングに参加しました。

9時半過ぎに府中本町駅をス

タートし、まず大国魂神社へ。

運良く婚礼の行列を見ること

が出来ました。

その後、廃線となった東京

砂利鉄道の下河原線跡を歩き、

「府中市郷土の森」へ！

「郷土の森」の古民家、博物

館、プラネタリウムに満喫。

その後一行は、サントリービール工場へ見学。一通り製造

工程を見た後は、お楽しみ＆お約束のビールの試飲。なん

とプレミアムモルツを3杯ご馳走になりました。次回のナイ

トウォーキングにも参加しよっと！ リポーター・Ｍ.Ｙ

広島・平和行動に参加


